
知
ら
ない
日
本
人』（
徳問書店）
に
詳し
く
記
述

し
てい
る
の
で
ぜ
ひ
ど一
読い
た
だ
き
たい 。

「
物
権
法」
は

社
会
主
義
放
棄
の
始
ま
り

申嶋嶺雄（寝室大学学長）

改革開放政策の矛盾の反映

今
年
三
月 、
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会

（
全人
代H
国会）
で
「
私
有
財
産
の
保
護」
を

記
し
た
「
物
権
法」
が
上
程
さ
れ 、
可
決
さ
れ

た 。従
来の
「
公
有
制」
か
ら
方
向
転
換
し 、
社

会
主
義を
捨て
る
の
で
は
ない
か
とい
う

椴
倫

が
生
ま
れ 、
保
守
派
勢
力は
物
権
法を
「
社
会

主
義の
公
共
財
産
は
神聖
に
し
て
不
可
侵」
と

定め
る
憲
法一
二
条に
違
反
す
る
と
し
て 、
反

対
要
望
書を
イン
タ
ー

ネッ
ト

上
で
も
提
出
し

た
が 、
反
対
論が
抑
え
ら
れ
て
圧
倒
的
多
数で

制
定
さ
れ
た 。

物
権
法が
憲
法
違
反か
否か
に
つ
い
て
は 、

中
国
は
二
O
O
四
年の
憲
法
改
正で
合
法
的
な

私
有
財
産
を
不
可
侵と
認め
て
お
り 、

法
的に

は
問題ない 。
しか
し
問
題は
法
律
論
議で
は

な
く 、
中国
社
会の
内
部に
あ
る 。

中
国
社
会
が
も
し
私
有
制
に
移
行
し
た
場

合 、
何
が
起ζ
る
か
とい
え
ば 、
と
の
国が
近

年 、
抱え
て
い
る
社
会
的
矛
盾が
そ
の
ま
ま
固

定
化さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る 。

た
と
え
ば
中
国の
農
村
社
会は 、
か
つ
て
人

民
公
社に
よっ
て
組織 、
管
理
さ
れ
た
「
貧
困

のユ
ー
トピ

ア」
で
あっ
た 。
そ
の
後 、
生
産

責
任
制が
導入
さ
れ
人
民
公
社は
機
能
し
な
く

なっ
た
が 、
「
貧
し
く
も
平
等K」
と
い
う
発

想
は
失
わ
れ
て
い
ない 。
そ
の一
方で
現
在 、

盛
民か
ら
土
地を
奪ぃ 、

党官僚
や
地
方
政
府

が
私
物
化
す
る
と
い
う
事
態
が
起と
っ
て
い

る 。党
中
央と
中央
政
府へ
の
不
満か
ら 、
全国

人
民
代
表
大
会の
開
会
中に
も
地
方で
暴
動が

発
生
し 、
北
京
に
は
続々
と
陳
情
団
が
訪
れ

た 。
当
局は
陳
情
団を
虫
け
ら
の
よ
うに
追い

散ら
し 、
有
力
な
批
判勢
力は
勾
留
す
る
とい

う
対
応
を
とっ
て
きた 。

ζ
う
し
た
状
況
下で 、
中
国
共
産
党の
主
噂

に
よ
り

物
権
法を
採
択
し
たと
と
は 、
党
官僚

や
地
方の
行
政
官
僚の
既
得
権
を
認め
たと
と

を
意味
す
る 。
と
れ
に
よ
り

社
会
格
差は
動か

しが
たい
も
の
に
な
り 、
中
国
社
会の
亀
裂は

さ
ら
に
広が
る
だ
ろ
う 。

党
中
央が
社
会
主
義の
放
棄
を
段
階
的
な
戦

略と
して
描い
てい
る
な
ら
ま
だ
し
も 、
政
治

的
に
は
まっ
た
く
社
会
主
義
を
捨て
て
い
な

い。
た
しか
に
中
国
は
部
小
平
時
代の
改
革
開

放
以
来 、
社
会
主
義
市
場
経
済を
導入
して
き

た 。
社
会
主
義
市
場
経
済とい
う
言
葉そ
の
も

の
が
矛
盾
だ
が 、
い
ま
の
中
国の一
般
社
会を

見る
と 、
社
会
主
義よ
り

市
場
原
理が
は
る
か

に
強い 。
すべ
て
がモ
ノ・
カ
ネ
主
義で
動い
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だ
日
本
や
欧
州 、
アジ
ア
諸
国
も
そ
の
ア
メ
リ

カ
企
業に
倣っ
て 、
中
国へ
の
生
産
移
転を
進

め 、
労
働
や
不
動
産のコ
ス
ト
を
下
げ
た 。
そ

の
結
果 、
全
世
界
的に
イン
フ
レ
を
起と
さ
ず

金
利が
上
が
ら
・ない
の
で
収
益が
上
が
る
とい

う
相
乗
効
果が
生
ま
れ
た 。

世界の株式市場が半分に

し
か
し 、
と
の「
米・中
経
済同
盟」とい
う
強

い
相
互
依
存
関
係に
は
ア
キレ
ス
腿が
あ
る 。

そ
の
第一
は
為
替で
あ
る 。
中
国
は
世
界
最

大の
外
貨
保
有
国で
あ
り 、
ア
メ
リカ
の
最
大

の
貿
易
赤
字の
相
手
国で
あ
る
の
に 、
そ
の
為

替
は
天
安
門
事
件で
世
界か
ら
経

済制裁
を
受

け
た
と
ろ
の
こ
分の一
に
安
く
なっ
てい
る 。

かつ
て一
ドル

三
六
O
円
だっ
た
円
は 、
日
米

貿
易
摩
擦の
解
消
を
も
く
ろ
む
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
強い
圧
力
を
受け
て 、
わ
ずか
二
十
年
あ
ま

りで
八
O
円
を
切
る
ま
で
に
な
り 、
じっ
κ
約

五
倍
も
円
高に
進
ん
だ
の
と
は
対
照
的で
あ

る 。
な
ぜ
ア
メ
リカ
と
中
国
は
人
民元
を
人
為

的に
安
く
放
置す
る
の
か 。
そ
れ
は 、
安い
人

民
元
が
ア
メ
リ
カ
企
業
に
高
収
益
を
も
た
ら

し 、
中
国の
成
長を
牽
引
す
る
とい
う
都
合の

よい
か
ら
く
り
だ
か
ら
だ。
しか
し 、
安
す
ぎ

る
人
民元
に
頼っ
た
経
済
成
長に
は 、
そ
うと

うの
副
作
用が
あ
る 。

そ
れ
が
第二
の
ア
キレ
ス
腿で
あ
る
資
源と

環
境の
問
題
だ。
地
球が
限
界に
来てい
ると

と
は
皆わ
かっ
てい
る
の
に 、
い
ま
まで
以
上

に
中
国
や
イン
ド

が
石
油
など
の
資
源
を
使う

か
ら 、
一
次
産
品
が
枯
渇
し 、
価
格
が
上
鼻

し 、

環境
問
題の
急
速
な
悪
化が
顕
著に
現
れ

て
きてい
る 。
さ
ら
に
産
油
国
など
の
軍
備
拡

張
や
世
界
的
な
資
源
争い
を
招い
てい
る 。

そ
し
て 、
第三
は 、
多く
の
国で
圏
内の
格

差
問
題が
激
し
く
なっ
てい
ると
と
だ。
と
り

わ
け 、
中
国で
は
農
民の
多くと 、
株
主
や
不

動
産
保
有
者
など
の
「
も
て
る
人」
と
の
格
差

は
広が
るい
っ
ぽ
うで 、
社
会
不
安が
蔓
延
し

てい
る 。

ζ
の
よ
う
に
現
在の
世
界
経
済は 、
中
園 、

さ
ら
に
イン
ド
など
の
国が
大
き
な
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
なっ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
経

済 、
通
貨 、
資
源 、
環
境など
の
分
野で
と
れ

を
管
理
す
る
体
制が
ない
と
と
は
深
刻
な
問
題

だ
とい
え
る 。
二
十二
年
前 、
G
5

体
制に
よ

るマ
ネ！
の
安
全
保
障が
始
まっ
た
が 、
現
在

に
おい
て
世
界
最
大の
外
貨を
も
ち 、
安い
人

民元と
高い
経
済
成
長とエ・不ル
ギ
1

効
率の

悪さが
環
境
問
題を
引
き
起と
し
てい
る
当の

中
国
は
G
8
に
も
入っ
てい
ない 。

今
回の
中
国
発の
世
界
株
安は 、
中
国のシ

ョ
ッ
ク
が
世
界に
伝わっ
たとい
う
意味で
は

チャ
イ
ナ・
ク
ラッ
シュ
と
呼ん
で
い
い
が 、

ど
く
小
さ
なク
ラッ
シュ
で
しか
なかっ
た 。

も
しζ
れ
が
天
安
門
事
件の
よ
う
な
中
国
社
会

の
大
変
動で
あ
れ
ば 、
経
済
や
各
国の
軍
事
や

安
全
保
障に
与え
るマ
グニ
チュ
ー
ド

は
と
て

つ
も
ない
も
の
に
な
る
だ
ろ
う 。
世
界の
株
式

市
場が
瞬
時に
半
分に
な
り 、

一
九二
九
年の

大
恐
慌に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
き
なメル
ト
ダ

ウン
が
起
き
る
か
も
し
れ
ない 。
世
界の
主
要

国が
協
調
して 、
そ
の
防
波
堤と
し
て
の
責
任

あ
る
ア
ク
ショ
ン
をい
まζ
そ
と
る
と
きが
来

てい
る
の
で
は
ない
か。

なお 、
ア
メ
リカ
と
中
国の
強い
相互
依
存

関
係につ
い
て
は 、

近著『
米中
経
済同
盟
を
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てい
る
の
が
現
状で 、
社
会を
司っ
てい
る
の

シアシテエンカン

は
「
向
銭
看」
と
呼
ば
れ
る
拝
金
主
義で
あ

る 。
と
の
よ
うに
人々
が
銭を
中心
に
物
を
見

る
風
潮が
支
配
的で
あ
る
以
上 、
社
会
主
義は

ど
と
に
あ
る
の
か 、
とい
うの
が
中
国
社
会の

実
感で
あ
る 。

そ
の一
方 、
自
由
経
済 、
市
場
経
済へ
の
移

行に
と
も
な
う
政
治
上
の
デモ
ク
ラ
シ
ー

は
な

く 、
経
済の
う
えで
は
社
会
主
義か
ら
離
脱
し

つ
つ
あ
る
に
し
て
も 、
政
治で
は
社
会
主
義が

依
然と
し
て
残
存
し
て
い
る 。
か
つ
て
の
共
産

党
の
独
裁
政
権
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独

裁」
で
あ
り 、

労
働
者
階
級を
代
表
す
る
も
の

だっ
た
が 、
い
ま
の
共
産
党
政
権
は
労
働
者
階

級と
は
無
縁で
あ
る 。

匝V温'f�事羽田E �ii ・・且可，.＿＿司・・．’‘’圃匹逼画面逼.司圃
－－－－・・!:.II 竺・4・r句a・・一＝"I圃・

・．巨大なかたまりを

階層意識によって分析する

団
塊

と
れ
ら
の
矛
盾
を
抱え
た
ま
ま 、
中
国
は
ど

とへ
行
く
の
か 。
物
権
法
を
採
択
し
て
も
中
国

社
会の
根
本
問
題は
解
決
し
ない 。
日
本と
は

比べ
も
の
に
な
ら
ない
格
差が
あ
り 、
し
か
も

そ
れ
は
都
市と
農
村 、
沿
岸と
内
陸 、
漢
民
族

と
少
数
民
族
など
至
る
と
と
ろ
に
存
在
し
てい

る 。
農
民
暴
動を
見て
も 、
二
O
O五
年の
当

局に
よ
る
報
告だ
けで
七
万
数
千
件に
上
る 。

以
上
の
ζ
と
か
ら 、
物
権
法の
成
立
は
即 、

社
会
主
義か
ら
の
離
脱と
考
え
る
わ
けにい
か

ない 。
む
し
ろ
物
権
法の
成
立と
そ
が 、
現
在

の
中
国の
改
革
開
放
政
策の
矛
盾の
反
映と
捉

え
るζ
と
が
で
き
る 。

不
平
等
格
差
社
会の
問
題を
歴
史
的に
見る

と 、
毛
沢
東の
時
代
は
先に
述べ
た
「
貧
し
く

躍
る
海上
の
道・

日
本と
疏
球
川市川唯一

金
融
商
晶

取
引
法

？渡
高喜t

美a

も
平
等に」
とい
う
発
想で
あっ
た 。
そ
の
時

代
を
脱
却
すぺ
く 、
反
対の
改
革
開
放
路
線を

進め
たの
が
郡
小
平だっ
た 。
都
小
平は
改
革

開
放
路
線へ
の
抵
抗
を
「
南
巡
講
話」
に
よっ

て
切
り
開い
た 。

中
国
共
産
党
は
超
紫
陽
時
代に 、
「
社
会
主

義
初
級
段
階
論」
を
提
起
し
てい
る 。
趨
紫
陽

は
八
七
年の
二二
回
党
大
会で
「
社
会
主
義は

中
固に
・おい
て
初
綾段
階に
あ
る」
と
して 、

中
国の
社
会
主
義は
ま
だ
道
半ぼ
で
あ
り 、

資

本
主
義の
側に
も
学ぼ
う
と
す
る
謙
虚な
姿
勢

を
示し
た 。

とζ
ろ
が 、
誼
紫
陽が
八
九
年の
天
安
門
事

件で
民
主
化へ
の
同
調で
失
脚し
たと
と
が 、

一
つ
の
転
換
点と
なっ
た 。
部
小
平が
天
安
門

戦争指揮官
叡鋭機争

リンカーン
沼運雄

新しい
申
固

古い
大
国

抽一君郎
〒 D … 店＞，＇： ;;snお
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事
件
を
武
力
弾圧
し
て
以
来、
軍
事
社
会
主
義

体
制が
強
化
さ
れ
た。
そ
の
流
れ
に
乗っ
た
の

が
江
沢民で
あ
る。

江
沢
民
仕
上
海
閥
を
中
心
と
し
た
閥
族
政
治

を
ネ
ポ
テ
イ
ズ
ム
（縁
故
主
義〉
に
よ
り
徹
底

的
に
固め、
農
村
軽
視と
軍
拡の
路
線を
進め

て
き
た。

そ
の
江
沢
民に
続い
た
の
が
胡
錦鴻・
温
家

宝
体
制で
あ
る。
表
面
上、
社
会の
調
和
を
求

め
る
「
和
諮
社
会」
をス
ロ
ー
ガ
ン
と
し、

「
農
業・
農
民・
農
村」
を
重
視
す
る
コニ
農

主
義」
を
唱
え
てい
る
が、
現
実
は
江
沢
民
時

代
以
来の
著しい
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し
てい

，。。
中

国

版
ペ

レ

ス

ト

ロ

イ

カ

が

起

こ

る

日

今
回の
全
人
代に
おい
て、
温
家
宝
は
政
府

活
動
報
告で
多く
の
と
と
を
述べ
た
が、
政
治

改
革
や
民
主
化の
問題に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
な
かっ
た。

物権
法で
私

有財産
を
認め

る
な
ら
ぽー
人
民に
よ
る
民
主
政
治へ
の
移
行

も
認め
るべ
きか、
とい
う
点に
はい
っ
さい

言
及
が
ない。

こ
う
し
た
姿勢に
対
す
る
反
発
が
社
会
的に

強ま
れ
ば、
い
ず
れ
社
会
主
義
体
制
を
保つ
こ

と
は
難し
く
な
る。

そ
の
際、
暴
動
な
ど
の
大
衆
反
乱が
全
国
的

に
波
及
し
て
政
権が
打
倒
さ
れ
る
可
能
性は
少

ない
の
で
は
ない
か。
中
国で
は、
水
も
漏
ら

さ
ない
軍と
公
安の
抑
圧
体
制が
あ
ら
ゆ
る
と

と
ろ
で
徹
底
さ
れ
てい
る
か
ら
だ。
民
主
化グ

ル
ー
プ
や
法
輪
功
な
ど、
さ
ら
に
少
数
民
族の

自
治・
独
立
活
動
は
徹
底
的に
抑
え
ら
れ
てい

噌令。す
る
と
考
え
られ
る
の
は
ソ
連
型の
崩
壊、

す
な
わ
ちゴ
ル
バ
チョ
フ
やエ
p
ツ
イ
ン
の
よ

う
な
指
導
者の
登
場で
あ
る。
強
力
な
軍
事
大

国で
あ
り、
ロ
シ
ア
革
命
以
来の
共
産
党
独
裁

の
歴
史を
もっ
ソ
連が
あ
れ
ほ
ど
瞬
時に
崩
れ

る
と
は、
誰
も
予
想
し
な
かっ
た。
ソ
連の
崩

壊
は、

指導者
側
が
社
会
主
義の
独
裁
体
制
を

諦め
てペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（政治改
革）
や
グ

ラ
ス
ノ
ス
チ
（
情
報公
開）
に
転
じ
た
た
め
で

あ
る。
エ
ny
ツ
イ
シ
が
日
本
や
ア
メ
pカ
のス

ーパ
ーマ
l
ケヅ
ト
を
見て
仰
天
し
た
とい
う

経
験
も、
上
か
ら
の
「
静か
な
る
離
脱」
に
繋

がっ
た。

現
在の

胡錦溺・
温
家
宝
体
制に、
ペ
レ
ス

トロ
イカ
は
期
待で
き
ない。
も
と
も
と
彼ら

は
越
紫
陽と
近
く、
温
家
宝
は
天
安
門
事
件の

際、
武
力
弾圧
に
反
対し
た
趨
紫
陽と一
緒に

ハ
シ
ス
ト
で
抗
議
する
学
生
た
ち
をパ
ス
の
な

か
に
見
舞っ
てい
た。
し
か
し
そこ
は
権
力
者

の
妙で、
ひ
と
た
び
権
力
を
取っ
て
か
ら
の
胡

錦
溺や
混
家
宝
は
政
治
改
革
や
民
主
化に、ネガ

ティ
ブ
で、
台
湾
問題に
も
強硬
な
路
線を
と

りつ。つ
けてい
る。

と
の
二
人の
指
導
者の
時
代に
中
国が
社
会

主
義か
ら
離
脱
す
る
の
は
無
理で、
ニ
O二
O

年、
ポ
ス
ト
胡
錦
溺の
時
代か
ら、
社
会
主
義

と
決
別
す
る
権
力
者
が
現
れ
る
の
で
は
な
い

品川M
O中

国の一
人
当
た
りG
D
P
が
三
0
0
0ド

ル
か
ら
四
0
0
0
ドル
（
現在は一一一
00ドル

か
ら一
五
00ドル
程度）
に
な
る
ま
で
経
済が

発
展し、
民
主
化
や
対日
関
係
も
含め
て
中
国

社
会が
成
熟
す
る
なか
で、
社
会
主
義を
捨て

る
可
能
性は
高い。
そ
の
場
合、
中
国
社
会の

混
乱は
比
較的
少
ない
よ
うに
恩
わ
れ
る。
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